
企
部
古
蹴
怠
品
世

三
笠
胞
に
云
ム
。
立
永
八
年
四
月
十
四
日
巳
の
刻
・
才
川
崎
佃
爪
法
佑

寺
の
門
前
町
よ
り
出
火
し
、
城
内
悉
く
刷
出
失
せ
り
o
此
の
由
江
戸
へ

聞
え
け
れ
ば
、

a-上
使
一
徳
山
五
兵
街
桑
山
左
衛
門
忙
御
夜
着
消

聞
御
小
袖
-御
桃
子

Sv持
被
ν
諮
c
五
月
十
}
日
陀
金
津
へ
着
し
、
本

丸
へ
上
り
焼
跡
見
物
可
v
有
ν
之
と
・
利
常
卿
御
父
子
御
同
道
に
て
城

地
を
見
物
せ
ら
る
。
徳
山
五
兵
術
被
v
申
は
‘怨
L
R
n

此
御
披
は
‘
昔
佐
久

間
玄
蒋
初
〈
在
城
の
後
、
利
家
卿
築
か
せ
給
ふ
御
披
な
る
が
、
あ
の

茶
臼
山
の
目
の
下
に
て
、
殊
に
小
立
野
も
城
の
震
め
に
よ
ろ
し
か
ら

や
・
上
口
よ
り
五
千
、
下
口
よ
り
五
千
程
有
る
た
ら
ば
、
鈴
り
手
間

も
入
間
数
と
被
ν
申
し
か
ば
、
け
し
か
ら
ぬ
御
挨
拶
と
何
れ
も
申
し
た

ら
し
け
り
云
々
。
三
州
志
帥
間
接
徐
考
に
、
此
の
持
の
上
伎
は
高
木
筑

後
守
家
政
な
り
。
-
訟
に
篠
山
五
兵
衛
・桑
山
左
門
と
す
、
非
也
。
右
二

人
は
、
出
品
永
十
年
に
回
関
上
伎
と
し
て
来
る
也
。
と
い
へ
り
。
さ
れ
ば

此
の
時
K
徳
山
五
兵
衛
焼
跡
を
見
て
、
城
地
の
批
判
を
・
な
し
た
り
と

の
僻
設
は
・
金
〈
過
聞
ι
な
る
べ
し
。
思
ふ
に
、
混
見
締
結
K
、
或
時

廻
図
上
使
越
中
へ
来
ら
れ
、
二
上
・
森
山
へ
登
り
て
高
岡
の
古
城
主

眺
望
し
・
此
の
古
城
へ
鈴
地
や
と
ピ
か
ん
と
勘
緋
し
‘
見
分
致
さ
れ

た
る
よ
し
、
微
妙
公
の
御
遮
に
建
せ
し
庭
、
日
本
一
の
虚
無
も
の
殺
。

金
棒
古
蹟
士
山
容
四

城

郭

諸

品
問

輪

中

O
薪
，

丸

此
の
曲
輸
は
木
丸
附
段
と
玉
泉
院
丸
と
の
聞
に
て
、
共
の
地
甚
だ
低

し
。
此
の
曲
倫

E
薪
，丸
と
呼
べ
る
訴
は
.
有
部
武
貞
の
金
融
伸
細
見
幽

鰭
民
、
昔
天
徳
院
殿
御
在
披
の
時
は
本
丸
に
居
給
ひ
、
共
の
頃
新
を

置
き
た
る
地
今
の
新
丸
也
と
。
い
へ
り
。
三
州
志
来
図
掘
削
究
附
鍬
に

も
.
薪
，
丸
は
、
天
徳
夫
人
本
丸
に
居
給
ふ
時
の
薪
炭
等
を
貯
へ
置
き

た
る
鴎
な
る
に
依
り
て
、
此
の
遺
脱
あ
り
と
云
ひ
、
金
披
深
秘
帆
仰
に

も
此
の
都
を
紀
州
叫
す
。
錠
・
干
る
に
‘
三
笠
紀
に
、
監
長
+
年
江
戸
よ

り
姫
君
の
御
輿
を
入
れ
会
ら
せ
ん
と
の
上
官
あ
り
て
、
金
部
御
本
丸

に
新
訟
の
屋
形

E
建
て
さ
せ
給
ひ
云
L
K

。
と
あ
れ
ば
、
此
の
時
此
の

地
に
薪
磁
を
建
て
ら
れ
た
る
左
る
べ
し
。
但
し
象
賢
紀
時
に
、
開，

阪
合
間
叫
の
明
年
九
月
、
江
戸
よ
り
姫
君
桜
金
線
へ
御
輿
入
と
見
h
.

家
忠
日
記
烈
組
成
絞
等
の
紺
記
録
共
民
、
皆
州
民
長
六
年
と
す
れ
ば
、

金
滞
古
蹟
志
巻
凶

占，、
八

逃
玉
の
五
十
干
百
と

w
h

く
と
て
も
、
此
肥
前
を
針
た
ん
事
忠
ひ
も
寄

ら
ね
革
、
一々

K
迫
討
可
v
致
も
の
を
と
間
関
ぜ
ら
れ
し
と
い
へ
り
。
寛

永
八
年
火
災
の
時
、
焼
跡
を
見
て
徳
山
五
兵
衛
が
城
地
の
批
判
は

会
〈
虚
設
に
て
、
五
兵
術
等
間
人
凹
図
上
伎
と
し
て
来
り
‘
紬
回
中
二

上
森
山
へ
笠
り
、
同
阿
古
披
叫
酬
を
見
渡
し
・
批
判
せ
し
話
を
池
間
し

た
る
も
の
危
る
べ
し
。

十
年
K
係
け
た
る
は
訣
り
也
。
叉
按
・
ヂ
る
民
、
天
徳
夫
人
は
元
和
八

年
七
月
逝
去
な
日
。
さ
れ
ば
腿
長
六
年
以
よ
り
元
和
年
中
ま
で
此
の

地
陀
薪
出
陣
あ
り
し
か
ど
、
共
の
後
診
さ
れ
け
ん
。
延
貧
の
金
四
陣
闘
に
.

十
間
町
成
瀬
八
郎
左
衛
門
居
第
の
隣
地
主
御
新
磁
と
減
せ
た
り
。
十

二
冊
定
舎
の
合
所
動
方
艇
に
、
薪
誠
奉
行
訪
問
問
破
損
方
云
々
と
見

b
、
劇
場
僚
目
陀
は
、
薪
滋
引
越
番
人
と
云
ム
事
た
ど
も
見
ゆ
o
d人

元
総
六
年
の
士
岐
に
、
今
町
後
御
新
離
と
も
御
新
小
屋
と
も
見
え
、

年
軸旧民
、
享
保
十
二
年
八
月
抑
制
誠
一部
取
火
消
の
背
中
な
ど
も
見
ね
た

り
。
何
れ
の
頃
此
の
地
広
務
械
を
低
か
れ
け
ん
。
年
M

間
等
緒
沓
紀
に

未
だ
見
詰
ら
宇
。
若
し
は
此
の
地

K
霊
緋
の
貸
出
陣
を
建
て
ら
れ
し
に

付
宮
、
薪
滅
を
取
掛
ひ
、
金
調
陣
市
中
へ
移
さ
れ
た
る
に
や
あ
ら
ん
。

O
薪
，
丸
貿
議

此
の
貸
出
陣
は
醤
務
中
は
薪
，丸
御
土
磁
と
郁
し
、
三
庫
あ
り
て
.
前
悶

中
棋
の
訴
撚
・塁間
A

の
往
航
・
兵
叫
M
E納
め
泣
か
れ
た
り
し
か
ど
、
腹
務

後
明
治
四
年
九
月
.
三
郎
共
に
資
却
せ
ら
れ
た
り
。

n
t
甜出
務
主
の
披

中
を
退
去
し
給
ひ
し
に
依
り
て
左
り
。
按
宇
る
に
.此
の
貸
出
慨
は
園
初

以
来
此
の
地
花
山
地

τ世
か
れ
た
る
が
‘
共
の
創
立
の
古
都
仮
調
出
紀
陀
所

見
な
し
。
或
は
一
宮
ム
。
利
常
卿
の
時
、
此
の
地

K
建
て
給
ひ
た
る
な




